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Ⅰ．2020年度決算概要

3



1) 2020年度決算概要(連結)

決算概要

≫ 経常利益：369億円
有価証券関連収益の減少があったものの、役務取
引等利益の増加、経費の削減等により、前年同期
比3億円増加

連単差

3行合算当期純利益 324億円

のれん償却費 ▲3億円

FG連結調整等 ▲72億円

YMFG連結純利益 249億円

≫ 主な変動要因（詳細は次ページに記載）

・有価証券関連収益の減少（▲141億円）
（内訳）

・利息配当金 （＋158億円）
・売買損益等 （▲299億円）

・役務取引等利益の増加（＋20億円）
・経費（臨時処理分含む）（△）の減少（▲47億円）
・与信関係費用（△）の減少（▲27億円）

4

986 1,220 +234

881 1,015 +134

708 669 ▲ 39

215 373 +158

うち投信解約益 102 274 +171

 役務取引等利益 137 158 +20

694 670 ▲ 23

292 550 +258

189 275 +86

366 369 +3

253 249 ▲ 4

121 94 ▲ 27

692 645 ▲ 47

372 230 ▲ 141

コア業務粗利益

(億円）
2019年度 2020年度

前期比

  経費（△）（臨時処理分含む）

  有価証券関連収益

　経費（△）（臨時処理分除く）

コア業務純益

経常利益

親会社株主に帰属する当期純利益

  与信関係費用（△）

投信解約益除く

 資金利益

 うち預貸金利益

 うち有価証券利息配当金



2020年度決算 経常利益増減要因(連結)

≫ 貸出金利息、役務利益、有価証券収益、与信費用については各ページに詳細記載

2020/3期 2021/3期

5

(単位:億円)

貸出金利息 預金利息

役務利益

有価証券収益 経費
(臨時処理分含む)

与信費用

その他・邦貨貸出金
▲ ６億円

・外貨貸出金
▲6１億円

≫ p.8

≫ p.11

≫ p.10

≫ p.9

・邦貨預金利息
＋ ９億円

・外貨預金利息
＋1９億円

・銀行法人関係
＋１５億円

・ワイエム証券関連
＋ ８億円

・利息・配当
+１５８億円

(うち投信解約益
+171億円)

・売買損益等
▲２９９億円

・人件費(臨時除く)
＋１２億円

・臨時人件費
＋２３億円

・物件費等
＋１２億円

・一般貸引要因
▲３億円

・個別貸引要因等
＋３０億円

・外貨調達コスト
+８５億円

・海外支店出資金損益
＋１１億円

・投資ファンド損益
▲１４億円



2020年度決算概要(銀行単体)

≫ 3行とも資金利益や役務取引等利益が増加し、3行合算の経常利益442億円（前期比＋４億円）

6

1,134 +234 663 +159 351 +69 120 5

1,022 +130 596 +82 313 +46 112 +1

674 ▲ 37 348 ▲ 33 219 ▲ 2 106 +0

373 +158 279 +122 88 +36 5 +0

うち投信解約益 274 +171 204 +125 70 +46 0 +0

89 +18 61 +10 23 +5 4 +1

512 ▲ 28 257 ▲ 14 182 ▲ 11 72 ▲ 2

621 +262 405 +174 168 +81 47 +7

442 +4 277 ▲ 29 93 +16 72 +17

324 ▲ 9 198 ▲ 31 73 +10 52 +11

87 ▲ 30 30 ▲ 28 42 ▲ 10 14 +8

487 ▲ 50 246 ▲ 22 170 ▲ 22 70 ▲ 5

227 ▲ 145 143 ▲ 119 44 ▲ 42 39 +16

コア業務純益

(億円）
３行合算

山口

銀行

もみじ

銀行前期比 前期比

 うち有価証券利息配当金

 資金利益

 うち預貸金利益

 役務取引等利益

前期比

コア業務粗利益

　経費（△）（臨時処理分除く）

北九州

銀行前期比

経常利益

当期純利益

  与信関係費用（△）

  経費（△）（臨時処理分含む）

  有価証券関連収益



30,294 31,056 32,362

16,397
17,666 19,679

12,244 
12,631 

12,676 

9,607 
9,379 

9,498 

2019/3期 2020/3期 2021/3期

貸出金平残（銀行別）

+3,909億円
(＋5.2％)

+650億円
(＋5.6％)

+814億円
(＋3.6％)

+2,446億円
(＋6.0%)

≫ 貸出金平残は3行すべてで増加し、前期比＋3,909億円（＋5.2％）、うち邦貨貸出金で＋3,482億円（＋4.9％）
≫ 事業体別では大企業の伸びが大きく、前期比＋2,013億円（＋11.4％）

(単位:億円)

前期比

2) 貸出金残高
7

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

大企業

中小企業

個人

地公体

68,543 70,732
74,214

邦貨貸出金平残（事業体別)

+3,482億円
(＋4.9％)

＋119億円
(＋1.3%)

+45億円
(＋0.4％)

+1,306億円
(＋4.2%)

+2,013億円
(＋11.4%)

(単位:億円)

前期比

39,017 40,683 43,129 

22,247 
22,783 

23,597 

11,412 
11,610 

12,260 

72,678 
75,077 78,986 

2019/3期 2020/3期 2021/3期



430 421 364 

233 228
223 

113 112 
110 

2019/3期 2020/3期 2021/3期

308 304 305 

89 89 97 

190 189 184 

54 47 39 

2019/3期 2020/3期 2021/3期

3) 貸出金利回り／利息

625630642

邦貨貸出金利回り

邦貨貸出金利息(事業体別)

大企業

中小企業

個人
地公体

▲4bps ▲5bps

(単位:億円)
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▲5億円
▲66億円

貸出金利回り

貸出金利息(銀行別)

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行
697762776

3行合算
利回りの
前期比

▲5bps ▲13bps

(単位:億円)

3行合算
利回りの
前期比

≫ 貸出金利回りは、外貨貸出金利回りの低下の影響を大きく受け、3行合算ベースで0.88%（前期比▲0.13％）
≫ 3行合算の貸出金残高は堅調に増加しているが、利回りの低下をカバーできず貸出金利息は減少

1.10%

1.03%

0.84%

1.04%

1.00% 0.94%0.99%

0.96%
0.89%

1.06%
1.01%

0.88%

2019/3期 2020/3期 2021/3期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行 3行合算

0.88%

0.82%
0.77%

1.01%

0.97%

0.93%

0.94%

0.92%

0.88%

0.93%

0.89%
0.84%

2019/3期 2020/3期 2021/3期

山口銀行 もみじ銀行 北九州銀行 3行合算



▲ 68 ▲ 66 ▲ 67

▲ 48
▲ 38

▲ 34

▲ 6
8

38 42

73 68

▲ 1

7 2
15 17

64

79

45

4 1

▲ 69

▲ 41
▲ 35

▲ 19

10

73

117

87

-100

-50

0

50

100

150

2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3

335 268 200 153 115 81 75 85 125 167

686 
713 

667 
592 

560 
463 442 485 

532 
565 

530 535 547 470 428 335 311 327 445 446 

814 780 634 
551 503 

474 460 484 
450 452 

230 260 
229 

160 
128 

105 131 133 
106 110 

2.68%

1.25% 1.28% 1.25%

-1.00%

-0.50%

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

2.00%

2.50%

3.00%

0

500

1,000

1,500

2,000

2012/32013/32014/32015/32016/32017/32018/32019/32020/32021/3

4) 与信費用／不良債権

与信関係費用(3行合算)

貸倒引当金残高(FG連結)

金融再生法開示債権残高(3行合算)

≫ 与信関係費用(3行合算)は、個別貸倒引当金の減少を主因として、前期比▲30億円
≫ 金融再生法開示債権残高における開示債権比率は前期比▲0.03％

破産更生
債権等

危険債権

要管理債権

開示債権比率

一般貸倒
引当金

個別貸倒
引当金

(単位:億円)

(単位:億円)

(単位:億円)

+32億円

+42億円

与信関係費用

一般貸引要因

個別貸引要因等

前期比

9

▲30億円



65 66 
70

58 50 

61

21 

17 

233 

2 

4

2019/3期 2020/3期 2021/3期

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

銀行以外

148

137

158

役務取引等利益(FG連結) 変動要因の主な内訳（FG連結）

≫ ワイエム証券・ワイエムコンサルティング関連収益、銀行法人関係手数料(融資手数料、私募債、有償ビジマ等)の増加を
主因に、連結役務取引等利益は前期比＋20億円

＋2億円

＋4億円

(単位:億円)

前期比

10

有償ビジマ

為替手数料等

ワイエム証券
関連収益

ワイエム
コンサルティング

関連収益

2020/3期 2021/3期

137

158

銀行融資
手数料

＋11億円

＋6億円

＋2０億円
私募債

5) 役務関連収益

(単位:億円)

▲3



208

110

262

86

143

48

80

55

87

135
44

56

5

29

22

10
39

▲53

86

126

134

15

15

42

6) 有価証券

その他有価証券の評価損益(3行合算) 有価証券関連収益(3行合算)

≫ 2021/3期の有価証券収益(３行合算)は前期比▲145億円となった一方、その他有価証券の評価損益は同＋299億円の改善
≫ 評価損益の改善に注力し、株式投信（※）の収益は▲53億円（うち▲322億円はロスカット）に留まる

(単位:億円) (単位:億円)

うち純投資部門

11

66 

(64) （98）
(2)

1 

(77)

722 

371 

601 

(79)

(225) (23)
(53)

(67)

（87）

654

15 

314 

2019/3期 2020/3期 2021/3期

その他有価証券の評価損益(3行合算)

国内債券

その他投信等

外国債券

株式投信

(単位:億円)

▲34億円

＋230億円

＋202億円

2020/3期比

＋299億円

うち純投資部門

▲68億円

国内株式

▲78億円

▲20億円

▲285億円▲355億円

その他有価証券の評価損益

2020/3期比

（うち国内外株式投信 +152億円）
（うち株式ベアファンド ＋46億円）

294

372

227

2019/3期 2020/3期 2021/3期

国内債券

外国債券

国内株式

2020/3期比

▲145億円

株式投信

その他
投信等もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

※株式投信：国内外株式投信（ベアファンド等含む）



12.62%

13.03%

13.23%

13.56%

13.27%
13.20%

13.43%

7) 自己資本比率(連結・銀行単体)

山口フィナンシャルグループ連結 グループ内銀行の自己資本比率

≫ 利益剰余金積み上げ、劣後債調達等を主因とし、連結総自己資本比率は2020/3期比＋0.81％の13.43％

もみじ銀行

山口銀行

北九州銀行

総自己資本比率

普通株式等Tier1比率

12

利益剰余金
積み上げ
＋0.41%

2021/3期2020/3期

◆主な変動要因（FG連結総自己資本比率）

その他有価証券
評価益の増加

＋0.20%

貸出金増加
▲0.29%

その他
＋0.23%

※山口銀行は国際統一基準により、もみじ銀行および北九州銀行は
国内基準によりそれぞれ算出

劣後債調達等
＋0.33%

13.91%
13.29%

13.62%

12.62%

13.43%

13.64%
13.29% 13.55%

12.41% 12.72%

2017/3期 2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期

17.61%

16.34%
16.57%

15.24%
15.61%

10.13%
9.86%

10.37% 10.31%
10.66%

10.95%

11.52%
11.15% 11.02%

11.21%

2017/3期 2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期

有価証券関連
▲0.07%



≫ 経常利益380億円、当期純利益260億円を見込む

8) 2021年度通期業績予想（連結・銀行単体）
13



2021年度通期業績予想 経常利益増減要因(連結)

2021/3期 2022/3期

14

(単位:億円)

369 380

貸出金利息 預金利息

役務利益

有価証券収益 経費
(臨時処理分含む)

与信費用

その他

・邦貨貸出金
＋１０億円

・外貨貸出金
▲ １０億円

・邦貨預金利息
＋３億円

・外貨預金利息
＋２億円

・地域共創ユニット
＋１６億円

・利息・配当
▲２２９億円

(うち投信解約益
▲２３８億円)

・売買損益等
＋１８５億円

・人件費(臨時除く)
＋１５億円

・臨時人件費
▲ １億円

・物件費等
＋２１億円

・一般貸引要因
▲１７億円

・個別貸引要因等
＋２６億円 ・外貨調達コスト

▲８億円
・海外支店出資金損益

▲６億円

・ワイエムコンサル
＋１２億円

≫ p.22

≫ p.27

≫ p.21

≫ p.36



Ⅱ．新型コロナウイルスへの対応
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新型コロナウイルスへの対応について

お客さまへの資金繰り支援等対応状況

2020年度 2021年度

• 前期と同様、取引先の資金繰り支援を最優先で実施、特に「コ
ロナ7業種」に対するエクイティ性資金の供給を積極的に行う

• にしせとサービサー営業開始（7月）※外部より専門家を招聘予定

• 「キタキュウYELLプロジェクト」（夏にいく券）への取り組み
など今後も更なる支援を実施していく

• 取引先の資金繰り支援に最優先で対応し、デットファイナンス
に限らず、エクイティファイナンスによる支援を実施

• サービサー設立により、さらなる企業支援体制を整備
• クラウドファンディング活用による事業者支援にも取り組む

【新型コロナウイルス関連融資等対応状況（3行合算）】

※2021年3月末時点

実行件数 金額

融資 13,523件 4,142億円

うち保証協会 12,828件 2,500億円

条件変更 1,525件

【実質無利子融資の残高・業種別内訳】

建設 26%

製造 17%

卸売 13%
サービス 11%

小売 11%

運輸・通信 7%

医療・福祉 7%

宿泊・飲食 4% その他 4%

【資本性劣後ローン・コロナ対策ファンド取組実績】

【にしせと地域共創債権回収㈱設立（通称：にしせとサービサー）】

北九州銀行

もみじ銀行

山口銀行

※2021年3月末時点

20億円（9件）

14億円（9件）

6億円（4件）

【クラウドファンディングの活用（株式会社KAIKA）】

参加店舗数 ：2,117店舗
累計支援者数：4,283名

参加店舗数 ： 517店舗
累計支援者数：2,732名

• 西瀬戸パートナーシップ協定で提携している愛媛銀行と共同設立
• サービサーがもつ債権買取、債務整理機能を通じて抜本的な地域企業再生に取り組む

≫ 「頑張るお店応援プロジェクト」（山口県内の事業者支援が目的）

≫ 「キタキュウYELLプロジェクト（春にいく券）」（北九州市内の飲食店支援が目的）

支援金総額

181,459千円（達成率101％）

支援金総額

55,068千円（達成率275％）

836 

808 

336 

202103

山口銀行

もみじ銀行

北九州銀行

1,979億円3行合算
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◆ 実行件数・金額 ◆ 申込受付件数推移（単位：件）

0

500

1,000 2020/5~2021/5
週次グラフ

2021/3末の実質無利子
融資終了後は小康状態

2021/3月2020/5 5月


